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　　表紙のことば ２０２１年１月２６日
遠く早ๆ山を従えた岩手山はಊ々とし、གྷっているようなઇ
のモンスター達を穏やかにோめているようにも見えます。
１月ではしい晴れ渡った八഼平は、ಁきとおった੨と白の世
界。
様々な想像が༙いてくる穏やかなౙの一日でした。
　　　　（紫波郡地域包括ケア推進支援センター　伊藤　信一）
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紫波郡医師会 副会長　藤　島　幹　彦

　新年明けましておめでとうございます。紫波郡医師会の皆様、そしてご家族の方々と共に

新年を迎えることができましたことを心よりお慶び申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）の世界的流行（パンデミック）が始まってか

ら３年が経ちました。当初スペイン風邪と同様に流行の波は約３年で収束すると予測されて

いましたが、２０２２年１２月時点でも第８波が収束しておらず、今後もウイルスの変異株によ

り流行の波が続く可能性があります。厚生労働省が昨年１１月に行った日本赤十字社の献血

をもとにした自然感染により得られる抗Ｎ抗体の保有率は岩手県では１６.５％でした。集団

免疫としては十分とは言えず、今後ワクチン接種を積極的に進める必要があります。通常

ワクチン開発から実用化までは約１０年以上かかると言われています。今回mＲＮＡワクチン

が短期間で実用化されたのは１９８７年ソーク生物学研究所の大学院生Ｒobert Ｍaloneの基礎

研究を基に多くの地道な研究が進められていたお陰でハンガリー科学アカデミーのＫariko 

Ｋatalin博士が企業と協同でＳＡＲＳ-ＣｏＶ- ２に対するmＲＮＡワクチンが約１年の驚異的速

さで開発されることになりました。ＣＯＶＩＤ-１９の死亡率、重症化の改善にはワクチン接種

と治療薬の開発によるところが大きいと思われます。

　医師会員の皆様にはワクチン集団接種、個別接種、発熱外来等の業務にご協力いただき心

より感謝申し上げます。医師会としては一部の施設に負担が掛かりすぎないように対策を検

討していきたいと考えております。ＣＯＶＩＤ-１９収束まではまだしばらく時間がかかりそう

ですので今後も可能な範囲でのご協力を宜しくお願いいたします。

　昨年の全世代型社会保障構築会議では２０４０年を視野に入れて、高齢化・人口減少に対応

した医療・介護の供給体制改革の必要性が話し合われています。医療では具体的には地域医

療構想の推進、医療法人改革の推進、働き方改革の推進、タスク・シフト/シェア、医療の

担い手確保、医師偏在対策の推進、入院・外来・在宅医療の在り方、かかりつけ医機能の検

討、データヘルス・オンライン診療の推進、ＡＩ・ロボット・ＩＣＴ活用などのＤＸの推進等

です。オンライン資格確認システムはすでに稼働しており、今月からはこのシステムを基盤

とした電子処方箋の発行も始まります。今後も社会構造の変化とともに医療環境も変動して

いきますので私たちの適切な対応が求められています。

　最後になりましたが、本年が皆様とご家族の方々にとって穏やかな良い年となりますよう

心よりお祈り申し上げまして年頭のご挨拶とさせていただきます。

❖ 巻頭言

ご　  挨　  拶
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令和４年度第５回定例理事会報告
日時：令和４年８月２２日(月）18：30～

場所：ケアセンター南昌よりZOOM配信

 （１）叙勲受章　堀江　寛先生及び岩手県知事表彰者　足澤国男先生、西城精一先生が決定

 （２）矢巾町ロードレース大会について、堀江　圭先生及び看護師１名を派遣

 （３）紫波町・矢巾町インフルエンザ予防接種について高齢者/小児３０機関が承諾、盛岡市

小児については、１０機関の協力を得る

 （４）乳幼児健診体制を見直し、クラスター発生に備え予備日を設置して集団健診を継続　

 （５）令和５年度岩手県医師会野球大会への参加は見送りとする

 （６）オンライン資格確認が原則義務化（Ｒ５年４月より）に伴いシステム構築の状況につ

いて、アンケート調査を実施する

 （７）コロナワクチン接種における感謝状授与（矢巾町９/１３，紫波町９/１６）

 （８）感染状況について（８/２１現在累計)

 （９）お盆期間中の診療・検査医療機関として、８/１３・１５南昌病院、８/１３けんたろう

こどもクリニックに依頼する

 （１０）閉院に伴う１２/２９休日救急当番医の変更

 （１１）盛岡赤十字病院「赤十字いわて」の事業活動に対しての支援依頼は各医院の判断とする

 （１２）生涯教育講座（１０/２６　エーザイ、１１/２９　ＭＳＤ）の承認

令和４年度第４回定例理事会報告
日時：令和４年７月１１日(月）18：30～

場所：ケアセンター南昌より ZOOM配信

 （１）矢巾町高齢者（７５歳以上）の保健事業と介護予防の一体的実施に伴う受診勧奨につ

いて了承

 （２）管内におけるＰＣＲ検査医療機関への紹介方法の再確認

 （３）岩手医科大学附属病院救急外来受診のあり方について検討

 （４）コロナワクチン接種体制について

 （５）感染状況について　県内で初めて「ＢＡ. ５株」の発生確認

令和４年度第６回定例理事会報告
日時：令和４年９月１２日(月）18：30～

場所：ケアセンター南昌よりZOOM配信

 （１）盛岡赤十字病院初期臨床研修管理委員会委員について、現委員の野崎有一先生を継

続して推薦

 （２）救急病院の指定更新に伴う意見書について、岩手医科大学付属病院の申請に対する

認定を承認
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令和４年度第７回定例理事会報告
日時：令和４年１０月１７日(月）18：30～

場所：ケアセンター南昌よりZOOM配信

 （１） 紫波東学園（小中一貫校）の学校医統一について、内科は、紫波地域診療センター、

眼科は早坂朗先生を推薦

 （２） 岩手日報社主催「一関・盛岡間駅伝競走」１１/２３救護班へ堀江　圭先生を派遣

 （３） 岩手県医師会健康スポーツ医学委員会委員について、多田広志先生を推薦

 （４） 都道府県災害医療コーディネーター研修について、箱﨑誠司先生を推薦

 （５） 矢巾町緊急支援金について、入所施設１０万円、診療所・歯科・通所施設５万円を支給、

紫波町追従の予定

 （６） 岩手県央保健所主催／経口コロナウィルス治療薬「モルヌピラビル」「ニルマトレビ

ル」に係る研修会を１１/７に開催、共催を承諾

 （７） お正月期間の当番医体制強化について検討

 （８） 令和５年度休日救急当番医についてコロナ対策などを考慮し担当理事へ調整依頼

 （９） 新型コロナワクチン接種体制について

 （１０） 感染状況について

 （１１） 紫波医報№２４３号について、各項目の原稿執筆を依頼

 （１２） 会員の異動　山下純一先生（総合花巻病院を退職され自宅会員）

 （１） 盛岡圏域難病対策協議会委員について、野崎有一先生を継続して推薦

 （２） 矢巾町煙山保育園嘱託医について、田中健太郎先生を継続して推薦

 （３） 紫波町介護認定審査員について、松尾力先生、籏福公正先生、伴　弘先生、直島

淳太先生を継続して推薦

 （４） お正月期間の発熱外来強化体制について検討

 （３） 紫波町・矢巾町１. ６歳児及び３歳児集団健診に代替え医師を設定することを承認

 （４） オンライン資格確認の原則義務化について各医院の導入済み状況を確認

 （５） 岩手県対がん協会賛助会員の会費（寄附）納入について

 （６） お正月期間（当番日の６日間に診療・検査医療機関なし）の発熱外来整備について

新規検査医療機関を募る

 （７） 新型コロナワクチン接種は来年３月まで無償期間を延長とし、説明会は、紫波町９/

２６、矢巾町９/２７実施

 （８） 感染状況及び「いわて陽性者登録センター」の設置等について

 （９） 令和５年紫波郡医師会・歯科医師会新年交賀会を中止とすることについて承認

 （１０） 生涯教育申請書の受理について承認

令和４年度第８回定例理事会報告
日時：令和４年１１月２１日(月）18：30～

場所：ケアセンター南昌よりZOOM配信
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令和４年度第９回定例理事会報告
日時：令和４年１２月１９日(月）18：30～

場所：ケアセンター南昌よりZOOM配信

 （１） 岩手県央保健所運営協議会委員について、木村宗孝先生を継続して推薦

 （２） 八木先生の後任として、流通センターの北川保育園（徳田保育園と同法人）嘱託医に

堀江圭先生を推薦

 （３） 診療・検査医療機関について、新規：１１/２１川守田医院、１２/１９堀江医院が登録

 （４）県央保健所の依頼により、岩手医大小児科にて臨時発熱外来を実施

 １２/２９紫波郡医師会より、平井大士先生、武藤秀和先生を派遣（障害保険加入）

 （５） 令和５年度休日救急当番医における協力依頼事項の総会提出について承認

 （６） 新型コロナワクチン接種体制について

 （７） 新型コロナ・インフルエンザ同時流行について

　会員の先生方で、入会時以降に住所や勤務先、その他下記の変更等がございまし

たら、医師会事務局までお知らせください。

ᶃ໊ࢯมߋ

ᶄࢪઃ໊শͷมߋʢ๏ਓԽؚΉʣ

ᶅࢪઃॴࡏɾి൪߸ͷมߋʢॅ

ؚΉʣߋදࣔͷมډ

ᶆࣗॅݱॴɾి൪߸ͷมߋʢॅ

ؚΉʣߋදࣔͷมډ

ᶇࢪઃҟಈʢۈઌͷมߋɾࣗձ

һͷҟಈؚΉʣ

ᶈจॻୡઌͷมߋ

ᶉຊਓɾՈͷீܚ

ᶊ๙ষΛडষ͞Εͨ߹

　また、病院・診療所を休院や廃止される場合や診療時間に変更等が生じた際も、

お手数ですが、医師会事務局までお知らせください。　　　 紫波郡医師会事務局

· 事務局からのお知らせ ·

 （５） 令和５年度休日救急当番医（５月、お盆、正月）に発熱外来を配置することにつ

いて承認

 （６） 新型コロナワクチン接種体制について

 （７） 感染状況について

 （８） 会員の異動　八木クリニックがＲ５.１.３１に閉院し、３. ３１をもって退会
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6/22 水 岩手県対がん協会第１４回評議員会 メトロポリタンＮＷ 15：30 木村

6/27 月 盛岡地区二次救急医療対策委員会 盛岡市医師会館 19：00 木村

7/1 金 第１回医療介護連携ＩＣＴ研修会《連携》 紫波町情報交流館 15：00 伊藤、25名

7/3 日 第７４回岩手県医師会総会・岩手医学会総会 ブランニュー北上 10：00 木村、関

7/13 水 紫波郡学術講演会（住友ファーマ）▷糖尿病 やはぱーく/ハイブリット 18：30 関、野崎

7/22 金 矢巾町成年後見制度利用促進審議会 さわやかハウス 10：00 木村

7/26 火 矢巾町健康づくり委員会 書面開催へ変更 18：30 木村

7/28 木 ４回目ワクチン接種打合せ（紫波町・矢巾町） 南昌病院 11：00 木村、事務局　

7/29 金 第２回医療介護連携ＩＣＴ研修会《連携》 ＺＯＯＭ配信/アイーナ 15：00 伊藤

8/4 木 紫波郡地域包括ケア推進協議会《連携》 書面開催へ変更 18：30
木村、野崎
直島、藤島（行）

8/6 土 第１回郡市医師会長協議会 岩手県医師会館 15：30 木村

8/9 火 医療介護連携アセスメントスキル研修会《連携》 ＺＯＯＭ配信/県立大学 15：00 伊藤

8/18 木 岩手県医師会勤務医部会幹事会 ＺＯＯＭ配信/県医 18：30 松尾

8/20 土 岩手県医師会広報委員会 岩手県医師会館 15：00 木村、遠藤

8/26 金 第３回医療介護連携ＩＣＴ研修会《連携》 ＺＯＯＭ配信/アイーナ 15：00 伊藤

9/9 金 ＢＡ１ワクチン接種連絡会（紫波町・矢巾町） 南昌病院 11：00
木村、伊藤
南昌事務等

9/13 火 矢巾町コロナワクチン接種に係る感謝状授与 矢巾町長室 10：30 木村

9/16 金 紫波町コロナワクチン接種に係る感謝状授与 紫波町長室 11：00 木村

9/17 土 岩手県医師会女性医部会幹事会 岩手県医師会館 16：00 佐藤（典）

9/25 日
日本スポーツマスターズ２０２２岩手県大会自転
車競技２日目　医師派遣

紫波町自転車競技場
7：30～
15：30

堀江

10/2 日 矢巾町ロードレース　医師・看護師派遣 矢巾町民総合体育館 9：00～ 堀江

10/7 金 医療介護連携ＡＣＰ研修会《連携》 紫波町情報交流館/Ｚ 18：30 加藤

10/8 土 第２回郡市医師会長協議会 岩手県医師会館 15：30 木村

10/12 水 矢巾町・子ども子育て会議 さわやかハウス 15：00 田中

10/14 金 医療介護連携アセスメントスキル研修会《連携》 ＺＯＯＭ配信/県アイーナ 15：00 伊藤

10/26 水 紫波郡医師会講演会（エーザイ）▷不眠症 やはぱーく/ハイブリット 18：30 野崎

10/27 木 外来感染対策向上加算に係るカンファレンス おでって/ハイブリット 19：00 盛医、会員

11月～ 都道府県災害医療コーディネーター研修 ＷＥＢ配信/修了テスト 13単位 箱﨑

11/5 土 みちのく療育園創立２０周年記念式典 矢巾町田園ホール 9：30 代：伊藤

11/7 月 コロナ経口ウィルス薬研修会（県央保健所） ＷＥＢ配信 19：00 24名参加

11/8 火 郡市医師会事務研修会 ＷＥＢ配信 14：00 事務局

11/8 火 かかりつけ医認知症対応力向上研修《連携》 紫波町情報交流館/Ｚ 18：30 野崎　

11/16 水 紫波郡医師会学術講演会（第一三共）▷疼痛 ニューカリーナ 19：00 佐藤（典）

11/23 祝 日報駅伝　救護班医師派遣 友愛病院集合 8：45 堀江

11/26 土 岩手県糖尿病対策推進協議会 岩手県医師会館 14：00 関

11/29 火 紫波郡医師会学術講演会（ＭＳＤ）▷コロナ・糖尿病 メトロポリタンＮＷ 19：00 関

12/1 木 第３回中央病院地域医療連携委員会 県立中央病院４階 18：00 木村

12/3 土 第３回郡市医師会長協議会 岩手県医師会館 15：30 木村

12/21 水 新型コロナウィルス感染症対応セミナー 盛岡市保健所より配信 19：00 会員

12/21 水 Ｒ５幼児健診・休日当番医打合せ（両町） さわやかハウス 14：00 事務局

第３回盛岡赤十字病院地域医療支援委員会 書面会議 木村

2022年  会 務 報 告（6月～ 1２月）



紫 波 医 報（8） No243

～ 紫波・矢巾両町共同設置の医療介護連携支援センター（れんけいしわぐん） ～

 紫波郡地域包括ケア推進支援センターから

　紫波郡医師会の皆様には、新型コロナウイルスへの感染者発生が続いている中、日々の診療業

務をはじめ、ワクチン接種やウイルス検査など、予防・治療から感染拡大防止にご尽力いただい

ておりますことに心から感謝を申し上げます。

　また、当支援センターの主催する多職種連携研修をはじめ、事業の実施にあたり、紫波郡医師

会の先生方の御理解と御支援をいただいておりますことに厚く御礼を申し上げます。

　本年も地域包括ケアシステムの構築や医療・介護の連携の推進にご協力くださるよう、改めて

お願い申し上げます。

  ◆  令和４年中の主な取組み

○　紫波郡医師会、紫波・矢巾両町をはじめ、医療・介護関係者や関係機関・団体等との連携の

もとに、在宅療養の医療介護資源（サービス提供事業所、マンパワー）の拡充や担い手の疲弊

防止、多職種連携、ネットワークづくりなどに取り組んでいます。

○　紫波町及び矢巾町における在宅医療と介護の連携等の推進等に係る事項を協議するために

設置されている「紫波郡地域包括ケア推進協議会（会長：紫波郡医師会長）」においては、主

に次のとおりの報告事項等を行っています。

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響から２回とも書面開催となりました。

・令和３年度第２回紫波郡地域包括ケア推進協議会（令和４年３月に書面開催）

　　令和３年度事業報告及び令和４年度事業計画（案）等について等

・令和４年度第１回紫波郡地域包括ケア推進協議会（令和４年７月に書面開催）

　会長の選任、令和４年度の紫波郡地域包括ケア推進協議会及び紫波郡地域包括ケア推進

支援センター運営事業の取組み等について

※令和２～３年度は矢巾町が、令和４～５年度は紫波町が事務局となり運営しています。

  ◆  在宅療養に関する多職種連携研修会等の実施状況（Ｒ４. １～Ｒ４.12）

１ 令和３年度（Ｒ４.１～Ｒ４.３）

⑴ 多職種連携研修会

ア 開催日時等　１月２６日（水）１８：３０～２０：００（矢巾町交流活動センターから配信）

    ７４人参加（うち医師１２人参加）

イ 講演 座長　箱﨑脳神経外科クリニック　院長 箱﨑誠司 先生

    講演　 「コロナ禍における災害医療と感染症対策について」

    講師　岩手医科大学医学部 救急･災害･総合医学講座教授 眞瀬智彦 先生

  　　 　　　（岩手医科大学 災害時地域医療支援教育センター長）

２ 令和４年度（Ｒ４.４～Ｒ４.１２）

⑴ 医療介護連携ＩＣＴ研修会

ア 開催日時・研修テーマ等

  ① 第１回≪Zoomの使い方講座Step １≫

   ～ Zoomを使ってミーティングができるようにしよう～

   （７月１日（金）１５時～ 紫波町情報交流館大スタジオ ２５人参加）



紫 波 医 報 No243 （9）

  ◆  今後の主な予定（Ｒ５. １～Ｒ５. ３）

○　入退院支援アンケート調査を実施する

○　令和４年度第２回紫波郡地域包括ケア推進協議会（令和５年３月２日）

 　協議事項：令和４年度事業報告及び令和５年度事業計画等を予定

 ② 第２回≪Zoomの使い方講座Step ２≫

　  ～ Zoomを使って少人数ミーティング、家族との面接を実施しよう～

    （８月６日（金）１５時～ 岩手県立大学アイーナキャンパスから配信 ２５人参加（うち医師１人参加）

 ③ 第３回≪Zoomの使い方講座Step ３≫

  ～ Zoomを使ってサービス担当者会議、リモートカンファレンスを実施しよう～

  （８月２６日（金）１５時～ 岩手県立大学アイーナキャンパスから配信２２人参加）

 イ 講師　岩手県立大学社会福祉学部　伊藤隆博 准教授

⑵ 医療介護連携研修会

 ア 開催日時・研修テーマ等

 ① 第１回アセスメントスキル研修

  ～アセスメントスキルとコロナ禍の面接技術～

  （８月９日（火）１５時～ 岩手県立大学から配信２２人参加）

 ② 第２回アセスメントスキル研修

  ～スーパービジョンの基本理解と実践-取り組みやすいスーパービジョン- ～

  （１０月１４日（金）１５時～ 岩手県立大学から配信１６人参加）

 イ 講師　岩手県立大学社会福祉学部　伊藤隆博 准教授

⑶ 多職種連携研修会（ＡＣＰ研修会）

 ア 開催日時等

  １０月７日（水）１８：３０～２０：００（ハイブリッド、紫波町情報交流館大スタジオから配信）

  ９３人参加（うち医師３人参加）

 イ 講演　座長 加藤胃腸科内科医院　院長 加藤博巳 先生

  講演  「幸せに歳を重ねるために人生の心づもりをしませんか？-岩手県北上市の取り組み-」

  講師　岩手県立中部病院　副院長兼第１緩和科長 星野彰 先生

⑷ 医療介護多職種連携研修会（かかりつけ医認知症対応力向上研修）

 ア 開催日時等

  １１月８日（水）１８：３０～２０：００（ハイブリッド、紫波町情報交流館大スタジオから配信）

  １０６人参加（うち医師１４人参加）

　 イ 講演　座長　野崎内科・神経内科医院　院長 野崎有一 先生

  講演 「認知症は予防できるのか？-これからの地域に求められる予防の知識と理解-」

  講演１「発症予防の視点から」

  講師 　岩手医科大学医学部内科学講座脳神経内科・老年科分野 助教 赤坂博 先生

  講演２「発症後の視点から」

  講師  　岩手医科大学医学部内科学講座脳神経内科・老年科分野 講師 石塚直樹 先生
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‒７／１３（水）紫波郡医師会学術講演会

ͺʔ͘�ϋΠϒϦοτɹ ̍̔ ɿ̏ ̌ɹࢀՃ̍ ໊̔

座長：せき内科胃腸クリニック　院長　関　英政 先生

「新規糖尿病治療薬ツイミーグ錠の臨床での期待」

　　講師：岩手医科大学医学部

　　　　　糖尿病・代謝・内分泌内科分野  助教  小田　知靖 先生

‒１０／７（水）アドバンス・ケア・プランニング研修会

ொใަྲྀؗɹ̍̔ࢵ ɿ̏ ̌ɹࢀՃ̐ ໊̓

座長：加藤胃腸科内科医院　院長　加藤　博巳 先生

「幸せに歳を重ねるために人生の心づもりをしませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　-岩手県北上市の取り組み-」

　　講師：岩手県立中部病院　副院長　星野　彰 先生

‒１０／２６（水）紫波郡医師会学術講演会

ͺʔ͘�ϋΠϒϦοτɹ̍̔ ɿ̏ ̌ɹࢀՃ̍ ໊̑

座長：野崎内科・神経内科医院　院長　野崎　有一 先生

「市井の精神科医がする不眠症治療」

　　講師：さくらクリニック　院長　阿部　佐倉 先生

‒１１／８（水）かかりつけ医認知症対応力向上研修

ொใަྲྀؗɹ̍̔ࢵ ɿ̏ ̌ɹࢀՃ̔ ໊̎

座長：野崎内科・神経内科医院　院長　野崎　有一 先生

「認知症は予防できるのか？-これからの地域に医求められる予防の知識と理解-」

演題1　「発症予防の視点から」

　　講師：岩手医科大学医学部

　　　　　脳神経内科・老年科分野　助教　赤坂　博 先生

演題2　「発症後の視点から」

　　講師：岩手医科大学医学部

　　　　　脳神経内科・老年科分野　講師　石塚　直樹 先生

講演会・研修会

　　講師：さくらクリニック　院長　阿部　佐倉 先生
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‒１１／１６（水）紫波郡医師会学術講演会

ϗςϧχϡʔΧϦʔφ�ϋΠϒϦοτɹ̍̕ ɿ̌ ̌ɹࢀՃ̍ ໊̐

座長：南昌病院脳神経内科　部長　佐藤　典子 先生

「内科での疼痛管理について」

　　講師：岩手医科大学医学部

　　　　　脳神経内科・老年科分野　講師　大橋　一雅 先生

‒１１／２９（水）紫波郡医師会学術講演会

ϝτϩϙϦλϯχϡʔΟϯά�ϋΠϒϦοτɹ̍̕ ɿ̌ ̌ɹࢀՃ̎ ໊̐

座長：せき内科胃腸クリニック　院長　関　英政 先生

演題1　「当院におけるコロナ対策とラゲブリオの使用経験」

　　講師：坂の上の田村太志クリニック　院長　田村　太志 先生

演題2　「220例の自験例から見えてきたリベルサスの可能性について」

　　講師：中通総合病院　糖尿病・内分泌内科　統括課長　松田　大輔 先生

‒７／ １（金）第 1 回医療介護連携ICT研修会 ொใަྲྀؗɹ̍̑ࢵ ɿ̌ ̌ɹࢀՃ̎ ໊̑

‒７／２９（金）第２回ICT研修会 େֶΞΠʔφΩϟϯύε͔Β৴ɹཱ̍̑ݝ ɿ̌ ̌ɹࢀՃ̎ ໊̑

‒８／２６（金）第３回ICT研修会 େֶΞΠʔφΩϟϯύε͔Β৴ɹཱ̍̑ݝ ɿ̌ ̌ɹࢀՃ̎ ໊̎

「Zoomの使い方講座」Step1 ～ 3　 

　　　Zoomを使って家族面談・リモートカンファレンスを実施しよう

　　講師：岩手県立大学社会福祉学部　准教授　伊藤　隆博　先生

‒８／９（金）第１回アセスメントスキル研修会 େֶ͔Β৴�ཱ̍̑ݝ ɿ̌ Ճ̎ࢀ�̌ ໊̎

‒１０／１４（金）第２回アセスメントスキル研修会

େֶ͔Β৴ɹཱ̍̑ݝ ɿ̌ ̌ɹࢀՃ̍ ໊̒

「相談援助職の面接技術/スーパービジョンの基本理解と実践」

　　講師：岩手県立大学社会福祉学部　准教授　伊藤　隆博 先生

　　講師：岩手医科大学医学部

　　　　　脳神経内科・老年科分野　講師　大橋　一雅 先生
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❖ 紫波郡在宅療養多職種連携アドバンスケア・プランニング研修会

த෦පӃɹɹɹɹɹɹɹɹɹཱݝखؠ

副院長 星　 野 　　彰 先生

「幸せに歳を重ねるために人生の心づもりをしませんか？
～北上市の取り組み～」

　本日は、まず、世の中で注目されているアドバンスケア・プラ

ンニング（ＡＣＰ）について、その定義や目標、実践時のポイント

などを私見を交えてお伝えし、お話の後半で、２０１６年から北上市

で市役所、医療・介護・福祉関係者、一般市民が一緒になって進

めている「人生の心づもりプロジェクト」について紹介します。

【ＡＣＰの定義、目標、私たちがめざすＡＣＰ】　

日本医師会はＡＣＰを、「将来の変化に備え、将来の医療および

ケアについて、本人を主体に、その家族や近しい人、医療・ケアチー

ムが、繰り返し話し合いを行い、本人による意思決定を支援するプロセス」と定義しています。

　もともとＡＣＰが日本に入ってきたときには、意思表示ができなくなったときのために最

後の医療とケアを決めておく話し合いをしておきましょう（狭義のＡＣＰ）という意味合い

が強かったように思いますが、最近のＡＣＰは医師会の定義のように、身体や頭が弱ったと

きの生活、家族、医療などを最後の時も含めて考えておきましょう、といういわゆる広義

のＡＣＰに向かっているようにみえます。そして、私たちが現場で行うＡＣＰも、患者さん家

族と幅広く将来の話をしていくプロセスを大事にする広義のＡＣＰでよいと思うのです。

【市民側のニーズと気持ちから考えるＡＣＰ実践の注意点】

　市民の皆さんと話をすると、年を重ねるにつれて、健康問題、生活の場所、お金、家族

のことなど、たくさんの心配事はあって様々な準備をしておかなければならないのはわ

かってはいる、けれど、今は元気で暮らしていたい、自分が老いていくこと弱っていくこと、

いつかは最後を迎えることを、わかっていても認めたくはない、という複雑な心情が見え

てきます。自分が弱っていくときの医療や生活について考えるということ自体が実はとて

もデリケートなことがらなので、医療・介護側の一方的な押し付けでＡＣＰを進めてはいけ

ないということを私たちは気に留めておくことが重要と感じています。

【ＡＣＰ実践のポイント】

　ＡＣＰ実践時のポイントを私個人の見解も入れてお伝えします。

1.まず話を聴く姿勢を大事にして、現在の身体や生活の状況、気がかりについて聴く。

2.信頼関係ができてから、将来の生活や受けたい医療、ケアについて聴いていく。

3.最後の医療やケアについては聞けたら聞けばよいが、答えを迫らなくてよい。

4.できるだけ家族も一緒に話をして情報や気持ちを共有する。

5.こちらの気持ちを押し付けない。結論を急がない。繰り返し話し合う。

ྩ̐ ̍ ݄̌ ̓ʢۚʣԙɿࢵொใަྲྀؗେϗʔϧ
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❖ 紫波郡在宅療養多職種連携アドバンスケア・プランニング研修会 【北上市のとりくみ】

　２０１６年、北上市主催の医療介護連携会議で、地域の皆さんが幸せに歳を重ねるために必

要なことというテーマでディスカッションが行われ、そのなかで医療介護福祉の充実と連

携はもちろん重要だが一方で市民一人ひとりの心づもりも大切ではないかという提言が行

われました。市民講演会、勉強会を経て、医療・介護・福祉関係者や市役所職員、一般市

民も参加したチームが結成され、「わたしのきぼうノート」作成の取り組みが始まりました。

事務局として実務を行ったのは北上市の長寿介護課と在宅医療介護連携拠点です。「きぼう

ノート」は自分で書き込むパート、話し合いをしながら書き進めるパート、資料編に分か

れていて、身体や医療だけでなく将来の生活についての希望なども書き込み、調べること

ができます。

　ノートの完成と同時に心づもり出前講座も始まり、地域からのリクエストに応じて私た

ち医療者や市役所のスタッフが市内の集会所等にお伺いして地域の皆さんと一緒に勉強会

を行っています。ノートの入手方法については各戸への一斉配布などは行わず、市役所窓

口での配布、市のＨＰからのダウンロード、各地域での出前講座や、市内１２か所の診療所

での配布など、希望する方にだけノートが届くような工夫を行っていて、２０２２年１０月現在、

約６,０００冊が配布されています。市民一人ひとりを対象にした息の長い取り組みが重要と

私たちは考えており、これからも地域の皆さんと一緒に地道な活動を続けていきたいと思

います。

【最後に】

　本日はＡＣＰについて考えていることや取り組みのポイントをお伝えし、北上市の心づも

りプロジェクトについてご紹介しました。私たちの町が、紫波の町が、年をとっても病気

をしても安心して幸せに暮らせる町であり続けることを願っています。

参考文献　

１．アドバンスケア・プランニングのエビデンス：森雅紀、森田達也：医学書院

２．わたしのきぼうノート／北上市公式ホームページ (city.kitakami.iwate.jp)
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てみたい。

　認知症は増えていくということがもはや自明のことのようになっているが、世界に

目を向けてみると、実は、オランダ、フランス、イギリス、アメリカにおける長期的

調査では、認知症の年齢別発症率が低下していることが報告されている。これらに

は、教育、社会経済、医療、ライフスタイルなどの社会的背景の改善されていること

が影響しているのではないかと指摘されている。World 

Alzheimer Reportによる２０１５年の推計でも、２０３０年、

２０５０年にかけては、裕福な国々よりも、収入が低い国々

で認知症が増えていくことが予想されているが、社会的

背景に改善が見込めるかどうかが決定因となっている。

　具体的な危険因子に目を向けてみると、いくつものメ

タ解析による報告から、若年期と中年期においては、不

十分な教育、聴覚障害や頭部外傷、高血圧、２１ユニット

以上のアルコールの摂取(例: １週間で３５０mlのビール１２

缶以上、コップ酒５杯以上)、肥満が危険因子とされてい

る。晩年期では、喫煙、うつ、社会的孤立、身体的不活

❖ かかりつけ医認知症対応力向上研修《多職種連携》

ՊɾՊɹɹܦਆ࠲ߨखҩՊେֶҩֶ෦Պֶؠ

　　助教　赤　坂　　博 先生

認知症は予防できるのか？
-これからの地域に求められる予防の知識と理解-

演題１ 「発症予防の視点から」

ྩ̐ ̍ ݄̍ ̔ʢՐʣԙɿࢵொใަྲྀؗେϗʔϧ

　「認知症予防」という言葉が毎日のようにテレビや新聞な

どのメディアで取り上げられるようになった。認知症の増加

が我が国の大きな社会問題とされ、認知症のネガティブキャ

ンペーンが後押しして、多くの人が関心を持つようになった。

認知症の「市場」も活性化している。しかし、そもそも「認

知症予防」は可能なのだろうか。本稿では、「一次予防」に着

目し、「認知症にならないようにすることが可能なのか」考え
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発、大気汚染、糖尿病が危険因子として挙げられている。これらのコントロールによ

り４０％の認知症は予防できると提唱されている(図、Livingston G, et al. The Lancet 

Commission 2020.より抜粋)。

　一方で、認知症の原因疾患のうち最も割合の多いアルツハイマー病は、発症する２０

年以上も前からアミロイドβやタウ蛋白が蓄積しはじめるが、先述の危険因子への介

入がアミロイドβ等の出現を抑制することが直接的に示されている訳ではない。また、

主な認知症の原因疾患が、脳血管障害からアルツハイマー病に移行してきたのと同じ

ように、さらに８０歳、９０歳を超える長生きの高齢者が増え、それらの高齢者の中に「大

脳辺縁系優位型老年期ＴＤＰ-４３脳症」なる原因疾患が認められることが国際的なワー

キンググループによって報告された。想像を絶する莫大な資財を投入して開発されて

いるアルツハイマー病への疾患修飾薬がようやく日の目を見ようしている状況で、治

療のターゲットとなる病理そのものが変化してきているとすれば皮肉なことである。

　これらをふまえると、「発症をしないようにする」予防とともに、「１年でもいいか

ら発症を遅らせる」予防にも取り組んでいく方が、認知症を身近に感じるようになっ

た高齢者にとっても、それら高齢者への施策を考える社会にとっても現実的で有意義

なものとなりうる。我々も全国８か所の地域における１万人の地域在住高齢者を対象

とした大規模な認知症コホート研究に参加し、矢巾町の１,０００人近い高齢者を対象に

７年目の調査を実施している。ゲノム情報、頭部ＭＲＩ、生理的データ、食事や運動や

睡眠などの生活習慣など、ありとあらゆる側面から検討を行っている。決して簡単な

ことではないが、地域における正確な認知症の理解を進めながら、研究によって新し

い知見を得て、認知症の予防と共生が可能な地域づくりに貢献していきたい。

赤坂　博 先生 石塚　直樹 先生
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❖ かかりつけ医認知症対応力向上研修《多職種連携》

ՊɾՊɹɹܦ�ਆ࠲ߨखҩՊେֶ�Պֶؠ

　　講師　石　塚　直　樹 先生

認知症は予防できるのか？
 -これからの地域に求められる予防の知識と理解-

演題２ 「発症後の視点から」

はじめに

　２０２１年６月に米国においてアルツハイマー病 (Alzheimer’s 

disease、ＡＤ) の疾患修飾薬であるアデュカヌマブが条件付きで承

認されたが、本邦においては承認見送り・継続審議となり、実臨

床でのＡＤの治療は進行を遅らせることや認知症の行動・心理症状 

(Behavioral and psychological symptoms of dementia、ＢＰＳＤ) に

主眼が置かれている。９月２８日には別の疾患修飾薬の一つである

レカネマブが治験においてその有効性が公表され、２０２２年１１月

２９日に医学誌「New England Journal of Medicine」に掲載された。

脳内アミロイド病理が確認されたＡＤによる軽度認知障害 (Mild Cognitive Impairment：ＭＣＩ) 

および軽度ＡＤを対象とした大規模なグローバル臨床第Ⅲ相Clarity ＡＤ検証試験では、認知機

能低下の抑制やアミロイドの減少が示される一方で、脳出血や脳浮腫などの副作用について

も報告されており手放しでは喜ぶことはできないが、米国の承認に結果いかんでは来年以降

本邦でも治療の選択肢として挙げられるようになるかもしれず、その動向に注目が集まって

いる。

　その様な情勢の中、２０２２年１１月８日に紫波町情報会館にて、紫波郡医療介護多職種連携研

修会 (かかりつけ医認知症対応力向上研修) 認知症は予防できるのか？ -これからの地域に求

められる予防の知識と理解- 「発症後の視点から」という内容で講演の機会を賜った。

認知症予防について

　認知症予防は大まかに、１次予防 (発症させない) 、２次予防 (発症を遅らせる) 、３次予

防 (進行を遅らせる) の３つに大別される。

　１次予防については、当科の赤坂 博 助教が「発症予防の視点から」というテーマで、本邦

における高齢化と紫波町矢巾町の比較や国内外の認知症の推移や１次予防の基本、そして予

防の研究に重要な視点などについて、研究者の目線

からの講演を行った。

　続いて石塚がＭＣＩとＡＤに病態や、疾患修飾薬も含

めた治療の現状ついて説明した。そして２次予防に

おける早期発見・早期診断の重要性を強調し、我々

の研究グループが開発した「ワンフレーズスクリー

ニング法」(図１)や「老健式活動能力指標によるＭＣ

ྩ̐ ̍ ݄̍ ̔ʢՐʣԙɿࢵொใަྲྀؗେϗʔϧ

ਤ�
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Ｉ・早期ＡＤの検出法」(図

２)について述べた。

　３次予防については、重

症化予防やＢＰＳＤのメカ

ニズムとその対応法につ

いて説明し、パーソンセ

ンタードケアについて概

説した。そして機能維持

としては特にフレイルに

着目し、現在当科が行っ

ている前向きコホート研

究 (Yahaba active aging 

and healthy brain study、YAHABA Study) における前向き調査のデータの一部を紹介し、矢

巾町におけるフレイルの実際について報告した。また２０２１年に発表した全国約９０００人の横

断研究の結果におけるフレイルと認知症の関連についての検討では、フレイルとＭＣＩ・認知

症が強い関連がみられたことを紹介し 

(図３) 、因果関係については現在縦断

的な研究を行っている。

　質疑応答では、座長の野崎 有一 先

生よりＭＣＩ患者さんの通院の継続につ

いての質問を頂き、紫波郡歯科医師会 

会長 六本木 崇 先生からは認知症が疑

われる患者さんにおける医科と歯科の

連携構築の必要性や、オーラルフレイ

ルの重要性についてコメントを頂いた。

おわりに

　現在、認知症予防においては１次予防と２次予防に注目が集まっているが、予防と対にな

る概念である「共生」については議論が深まっていない印象がある。誰しも病気にはなりた

くないのは勿論ではあるが、認知症予防を声高に叫ぶことはさもすればすでに認知症になっ

てしまった人の否定につながることも危惧される。現在の認知症診療においての「共生」は、

重症化やＢＰＳＤの防ぐことにより、認知症の人やその家族・介護者が住み慣れた地域に支障

はあっても長く朗らかに生活できる環境を整えることであると考えている。それは医療だけ

では成し得ることができず、このような会を通して医療従事者や福祉従事者がお互いの意見

を言い合える風通しの良い環境を作ることが本当の意味での多職種連携であり、認知症を受

け入れる土台づくりに繋がることを期待する。今回の研修会がまた新たに多職種が連携する

きっかけとなり、紫波郡にお住いの認知症の人やその家族・介護者にとって快適な地域づく

りの一助となれば幸いである。

謝辞

　昨年に引き続き当科に認知症に関連する講演を賜り、座長の労をお取りいただいた野崎内

科・神経内科の野崎 有一 院長先生、ならびに紫波郡医師会、紫波郡地域包括ケア推進支援セ

ンターの関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
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みちのく療育園メディカルセンター 名誉園長　伊　東　宗　行

みちのく療育園開設２０周年を迎えて

社会福祉法人新生会みちのく療育園メディカルセン

ターは令和４年１１月５日、矢巾町田園ホールにおいて

ご支援いただいた皆様のご臨席を賜り、開設２０周年記

念式典を執り行いました。平成１３年７月１日の開設で

すので２０周年は１年前でしたが、新型コロナウイルス

感染症防御のために順延致しました。当施設は重症心

身障害児（者）の家族の願いと岩手県民の要望に応え

て、県内初の児童福祉法に規定する重症心身障害児

施設「みちのく療育園」として発足し、岩手医科大学、

岩手県医師会、紫波郡医師会はじめ地域の医療機関および岩手県、県内自治体、特に矢巾町、紫波町

の保健福祉行政機関、各地の障がい者支援団体等多数の皆様よりご支援を頂いてまいりました。心か

ら感謝と御礼を申し上げます。

我が国特有の福祉施策に則る重症心身障害児施設の運営は利用者の年長化や障害の重症化等によ

り法改正と共に事業の改変が求められて来ましたが、県内の障がいを持つ人 と々家族の幸せのために

尽力してまいりますので、皆様の更なるご鞭撻をお願い致します。

　以下に施設の開設から２０年間を振り返り、福祉と医療活動の概略を報告致します。

１．開所直前の準備

　当初、施設の運営開始（開所）は平成１３年６月の予定でしたので、法人内の準備室は医療、介

護職員の確保と共に重症心身障害児（者）の医療・福祉を研修しながら児童相談所からの入所希

望者リストを基に家庭訪問と実態調査に専念しました。一方、医療法に規定される一般病床５４床

の病院としての医師数３名の採用に奔走し、岩手医科大学臨床各科の主任教授、医局長および県医

師会に折衝を重ねた結果、辛うじて７月１日開所に漕ぎ着けました。

２．開所後の施設運営

　平成１３年７月２日（月）開設初日は晴天に恵まれ、辞令交付後、総務部、診療部、療育部（看護科、

支援課、地域課）全職員４２名で業務を開始しました。開所後は毎週２人前後の入所者（入院）を受け、

翌年４月には５０名に達しました。入院病床５４床のうち４床は福祉事業としての短期入所にも利用さ

れました。

　平成２４年に法改正があり、施設は医療型障害児入所施設（児童福祉法により１８歳未満児）と

療養介護事業所（障害者総合支援法により１８歳以上者）を一体化して運営されることになりまし

たが、長期入所者の療育と医療の充実に努め、日常を安全で楽しく過ごすための生活支援および地

域の社会福祉に貢献する活動を地域の保健・医療・福祉関連施設と連携して実践してきました。

　令和元年度に居住棟（病室等）を増築し６０床に増床して濃厚な治療処置を要する入所者に高
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度の医療・看護を提供するための環境を整備しました。

令和４年４月にみちのく療育園メディカルセンターに改称し、９月から岩手県医療的ケア児支援セ

ンター（相談支援部門）を受託運営しています。

３．長期入所利用者の状況

当施設の開所以来、常時定員満床で経過していますが、令和４年１０月まで生活を共にしてきた

長期入所利用者は７４名です。年々、利用者の平均年齢が高くなり、開設初年度は２３歳（６～５５歳）、

１０年後は３０.２歳（１３～６５歳）、２０年後の令和３年度は３７.１歳（１７～７０歳）でした。更に障

害の重い超重症児者が増加傾向にあります。

　他の施設に移られた方５名、自宅に帰られた方３名、亡くなられた方が９名でした。

４．障がい児（者）を主とする外来診療

当初は小児科、内科、歯科を標榜し、順次リハビリテーション科、精神科、耳鼻咽喉科を加え、

外来診療は予約診療制の専門外来として継続していますが、平成２０年ごろから発達障害関連の受

診者が著増しています。歯科は当初から岩手医大からの出張診療で障害者歯科を専門としています。

耳鼻科、整形外科は非常勤医師により定期的に診療しています。

５．障害児（者）地域療育等支援事業

岩手県の委託事業で平成１４年度～１８年度に県内各自治体の在宅の障害児（者）の療育相談と

指導に医師、看護師、相談支援員等の専門職チームを派遣しました。

６．重症心身障害児（者）通園事業

平成１４年１０月から岩手県の委託により開始しましたが、平成２４年度から法定化され児童発達

支援および障害福祉サービス・生活介護に移行継続しています。１日平均５人前後の利用者数であ

るが、感染症の流行期には休園せざるを得なく利用実績は変動しています。

７．居宅生活支援事業：短期入所及び日中一時支援

平成１３年７月、定員４名で開始しましたが、利用者は１日１～２名に留まりました。令和元年から

は空床型利用に変更しています。インフルエンザ等の流行期間には感染対策上の利用制限もあり、

需要に対応が困難な状況もありました。

８．相談支援部門の拡充

令和元年度から相談支援専門員を配置し、外来診療、施設利用等の相談業務を始め、３年度に

紫波町矢巾町より医療的ケア児者等コーディネータ配置事業を受託しました。

9．学校教育（特別支援教育）

県教育委員会のご配慮で県立盛岡となん支援学校の訪問教育が平成１３年８月から継続されてい

ます。在籍児童生徒は平成１６年度が２２名最多でしたが、以後漸減し令和４年度は高等部生徒４

名になりました。

１０．施設外活動

岩手県はじめ近隣の自治体からの行政施策に

協力し、医師会、社会福祉、障がい者団体等と

連携して地域医療・保健・福祉活動にも参画し、

小児の健診、研修・講習会等に専門職員を派

遣しました。



紫 波 医 報（20） No243

❖ 訃 報

吉田昭先生(満９４歳)におかれましては、令和４年９月

６日ご逝去されました。ここに謹んでご冥福をお祈り

申し上げます。

学　歴

昭和 ２ 年１２月２５日生まれ

昭和３０年 ３ 月　岩手医科大学　　卒業

職　歴

昭和３１年 ４ 月　国立陸中療養所

昭和３３年 ４ 月　前沢町国保古城診療所

昭和４２年８月　矢巾町国保第二診療所

昭和５２年 ４ 月　不動診療所

役員歴

昭和５５年 ４ 月～昭和６３年 ３ 月　紫波郡医師会　理事

昭和６３年 ４ 月～平成１０年 ３ 月　紫波郡医師会　副会長

表彰歴

平成 ４ 年１１月　岩手県教育表彰(学校医・保健衛生功労)受賞

平成１０年６月　岩手県医師会総会表彰(永年役員功労)受賞

平成１２年 １ 月　岩手県学校保健功労者表彰(学校医)受賞

平成２５年１１月　岩手県地域医療従事者感謝状(地域医療功労)受賞

自宅

〒028-3615　紫波郡矢巾町大字南矢幅第５地割９１番地２０
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１１月３０日
足　澤　國　男　先生
（ 足 澤 整 形 形 成 外 科 ）

自宅会員 １０/３１ 閉院

会 員 の 異 動

表彰受章者
˒�ྩ̐ؠखݝҩࢣձදজʢҬޭ࿑ʣʢྩ݄̐̓̏ʣɹ

 紫波地域診療センター  小　 野 　　 満 先生

˒�ྩ̐ؠखݝҩࢣձදজʢҬޭ࿑ʣʢྩ݄̐̓̏ʣ

  岩手県立療育センター 嶋　田　泉　司 先生

令和４年度岩手県医師会総会における表彰式は、感染拡大防止の観点から　

本年も中止となりました。

˒�ྩ̐ঀ܄तষʢҬҩྍޭ࿑ʣʢྩ݄̐̍̕ʣ

   堀　 江 　　 寛 先生

˒ྩ̐ؠखݝࣄදজʢҬޭ࿑ँײঢ়ʣʢྩ̐̍ ݄̍ ̍̒ ʣ

  足澤整形形成外科 足　澤　國　男 先生

˒ྩ̐ؠखݝࣄදজʢҬޭ࿑ँײঢ়ʣʢྩ̐̍ ݄̍ ̍̒ ʣ

  南昌病院 西　城　精　一 先生

˒ްੜ࿑ಇେਉදজʢ࿑ಇج४ߦؔޭ࿑ʣʢྩ̐̍ ݄̍ ̎̏ ʣ

  平和台病院 伴　　　　　亨 先生

新型コロナウイルスワクチン接種に係る感謝状授与

紫波町令和４年９月１６日 矢巾町令和４年９月１３日
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編集後記

　徐々に日差しが強くなり、春の訪れが待ち遠しい今日このごろです。

　コロナ感染症も終息しつつあります。5月の連休明けには、指定感染症の5類となりそう

です。どこかへ出かけてみようかと地図と遊んでいます。

　もうすぐお雛様です。60年前、ひな団子を母達と作ったことを懐かしく思い出しました。

色々な木の型を使い、色を付け、楽しかった思い出です。最近、昔の事を色々と思い出し、

懐かしく思うことが多くなりました。私も年を取ったのかなと思いますが、まだまだ元気

に岩手出身のスポーツ選手達に負けないように頑張らなければなりません。

　大ジャンプで金メダリストの小林陵侑選手は紫綬褒章を受章し、二刀流大谷翔平選手の

投打に渡る大活躍、そして、千葉ロッテマリーンズの佐々木朗希選手は投手として完全試

合を達成しました。錦木関も三役が目前です。今年も素晴らしい活躍をしてくれることを

祈っています。

　先生方の投稿（エッセイ、表紙の写真、絵画等）を随時お待ちしております。ご意見・

ご要望がございましたら、医師会事務局までお寄せください。

　紫波郡医師会　加 藤 博 巳

ऀߦձɹɹൃࢣҩ܊ࢵɹߦൃ ɹଜɹफɹ

ฤ ू ҕ һ ԕɹ౻ɹɹथ

ૣɹࡔɹɹɹ࿕

【事務局】〒０２８－３６１４ 岩手県紫波郡矢巾町大字又兵エ新田第５地割３３５番地
TEL（019）611－2211 FAX（019）611－ 2216
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